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先生の
働き方改革を
応援します。



1 学習指導書「研究編」   4

 効率的な教材分析・授業研究をサポート！

2 学習指導書「朱書編」   8

 授業で必要な情報を精選！ 授業に必携の１冊！

3 板書計画集   10

 わかりやすく，整理された板書のために！

4 ワークシート   10

 編集可能だから，オリジナルが作成できる！

5 教師用授業ノート   11

 「大くくりな評価」にも役立つ，オリジナルノート！

6 デジタル教材（学習指導書付録DVD-ROM）   12

 多彩なコンテンツで，効率よく深い授業を実現！

7 サポート資料（年間指導計画資料／別葉作成シート）   14

 指導計画作りの労力を軽減！ 効率化を最大限にサポート！

8 学習者用デジタル教科書   15

 「読む」から「書く・共有する」へ！ 教科書の役割が広がる！

先生方の，そんなご要望にお応えします！

「道徳の授業って，難しい。」
「時間をかけずに，よい授業準備をしたい。」

「デジタル教材」サンプル版（P.12–13）

1年「26 銀色のシャープペンシル」

3年「9 サグラダ・ファミリア—受け継がれていく思い」
URL：www.mitsumura-tosho.co.jp/2021c_kyokasho/dotoku/shidosho/
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先生方を手厚く
サポートします！

わかりやすく，多様な資料が，
授業の準備や振り返りの効率化を実現。

学習指導書
「研究編」
（P.4-7）

学習指導書
「朱書編」
（P.8-9）

デジタル
教材

（P.12-13）

生徒の教材理解を
促すコンテンツがあ
れば，考え，議論す
る時間がもっと取れ
るんだけど。

教材研究の時間が，
あまり取れなかった。
短時間で授業展開
を確認したい。

教員２年目で，道徳
の授業って，どう組み
立てていけばいいの
か，わからない。
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つり銭をごまかし，それを償うことができなかった過去のことを振り返った随筆を通し
て，自分の弱さや醜さを見つめてそれを乗り越えることの大切さについて考えさせ，誠
実に生きようとする心情を育てる。

ねらいとする価値について

　誰しも心の中に，弱さや醜さがある。しては
いけないと知りつつも流されてしまうことや，
他人の不利益になると知りつつ自分の利益だけ
を追求してしまうこと，また，自分を律するこ
とができず怠けてしまうことなどがある。
　しかし人間は，良心によって，そんな自分の
弱さや醜さに苦しみ，それを恥と感じることが
できる生き物でもある。誰の心にも善と悪が同
居しており，その悪を退けてよりよく生きよう
とするところに，人間の気高さがある。
　弱く，醜い自分に，ただ劣等感を抱くのでは
なく，それらを認め，正面から向き合い，乗り
越えて生きることが，よりよく生きることにつ
ながる。

生徒の実態と目ざす生徒像

　中学３年生になると，人間が心の内に弱さや
醜さをもつと同時に，強さや気高さを併せもっ
ていることを徐々に理解できるようになってく
る。しかし，自分に自信がもてず，劣等感にさ
いなまれ，自分のよさを信じ切れずにいる生徒
も多い。ただ，そうした生徒も，自分を向上さ
せたいと願い，よりよい生き方を追い求める心
をもっている。
　自分の弱さや醜さに気づいたとき，そこから
目を背けるのではなく，良心の呵責の苦しみの

教材について

　筆者である中江良夫が，1920年代の北海道
小樽での出来事を振り返って書いた随筆である。
貧しく苦しい生活の中，足袋を買う金欲しさに，

つり銭をごまかしてしまった「私」の苦悩を描
いている。
　当時の貨幣価値を現在と比べることは難しい
が，月50銭で生活しなければならなかった筆者
の貧窮をできるだけ想像しやすくさせたい。

足袋の季節

指導時期 11月第2週

19

中で自分を深く見つめ，自分に向き合い，乗り
越えようとする心を育みたい。そして，そうし
た自分のよさ，人間のよさに気づき，よりよく
生きていこうとする心情を育みたい。

指導のポイント

　次の点がポイントである。①「足袋」とは何
かを紹介し，知識を補ったり，貧しい生活や北
海道の冬の厳しさなどの「私」の置かれた状況
をできるだけ想像しやすくしたりして，教材理
解を促す。足袋は，できれば実物を用意し，生
徒の教材への興味・関心を高める。②「私」の
心の弱さ，醜さだけでなく，「私」がその弱さ
にいかに向き合い，乗り越えようとしているか
に着目させる。具体的には，私が「あのおばあ
さんが私にくれた心を，今度は，私が誰かに差
しあげなければならない」と思うのはなぜなの
か，考えさせるとよい。③主人公の生き方から，
自分はどんなことを学んだかを考えさせ，自分
の生き方に引きつけて考えさせる。

関連する内容項目

【B（6）思いやり，感謝】
　「私」の行為に気づきつつも，温かな言葉を
かけたおばあさんの心と，その心に支えられ，
おばあさんに恩返ししたいと願う「私」との間
にある人間愛について考えさせる。

自分がもっている弱さや醜さ
について率直に認め，振り
返っている。

自己を見つめる
いかにして自分の弱さや醜さ
を乗り越えていくべきである
か，他者の意見から学び，自
分の考えを深めている。

多面的・多角的に考える

教材の構成

着目すべき「学びの姿」

本時の評価の視点
● �主人公「私」の思いやクラスの話し合いで他者の多様な考えにふれ，人が弱さや醜さを乗り越え
ていこうとする強さをもつことについてさまざまな視点から考えようとしているか。

●�教材や現在の自分自身がもつ弱さや醜さについて振り返ることから，よりよく生きていくことの
難しさやそれを乗り越えていこうとする気高さを自分のこととして捉え，考えようとしているか。

親元を離れて
働きに出る

冬が来ても
足袋を買う
余裕がない

大福餅を売るおばあさんに
10銭玉を渡したら「50銭
だったね？」ときかれた

おばあさんは，ちらっと私を見た

「ふんばりなさいよ。」と一言

おばあさんは私がごまかしたのを知っている！

初めて月給をもらい，
おばあさんを訪ねた

果物籠を川に落としてやった

自分に腹が立って
しようがなかった

後悔の念

おばあさんが
私にくれた心

誰かに差し
あげなけれ
ばならない

おばあさんの
死を知る「40銭あったら足袋が

買える」

ある日

つり銭を
ごまかす

貧しいおばあさん
から金をかすめ
取った自責の念

苦しみ

足袋を買ってがん
ばりなさいと励ま
してくれたのだと
いう甘い考え

浮きつ沈みつ流れてゆく籠を見て，泣
けて泣けて，どうしようもなかった

朗　　読
あらすじ

　誰もが弱さや醜さをもっており，それと同時に人間らしいよ
さや気高さももっていることへの理解を基に……

【内容項目】D（22）よりよく生きる喜び

40年前 数年後 現在（昭和38年）

ねらい

人がもつ弱さや醜さと向き合い，それを乗り越えていくことの
大切さについて，考えを深めている。

人間としての生き方についての考えを深める
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　「研究編」は，指導計画の立案や評価，教材分析などに役立てて
いただけるように編集しました。
　１教材につき，６ページで構成しています。

「研究編」には，よりよい授業づくりに必須な内容についての

解説も所収されています。
●道徳授業のつくり方　●道徳教育と学級経営
●授業づくりに生きる教材分析　●特別支援教育　など

指導案作成時に

必要な情報が，

全てそろっています！

学習指導書「研究編」
【授業のねらい／評価の視点】1

★  授業のねらいを捉える

　どんな道徳的価値について考えさせ，どんな

道徳性を育むのかがわかります。

★  教材の内容をつかむ

　教材の内容を端的に捉えることができるよう，

教材のあらすじを，文章や図で示しています。

★  評価の視点を押さえる

　評価のために，生徒のどのような学びの姿に着目すればよいのかを示しています。

　また，評価の視点（「一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているか」「道徳的価値の

理解を自分自身との関わりの中で深めているか」）に即して，本時で見取りたい学びの姿を示しました。

道
徳
教
育
と
学
級
経
営

品
川
区
立
品
川
学
園

　主
任
教
諭

戸
上
琢
也

は
じ
め
に

　
学
級
経
営
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
、
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係
や
生
徒
相

互
の
人
間
関
係
が
よ
り
よ
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
道
徳
科
の
授
業
で
も
生
徒
は

自
ら
の
心
を
開
き
、
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
生

徒
指
導
が
困
難
な
学
級
で
あ
っ
て
も
、
道
徳
科
の
授
業
を
工
夫
し
、
誰
も
が

同
じ
土
俵
で
話
し
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
生
徒
一
人
一
人
の
心
の
声
を

聞
い
て
い
く
と
、
生
徒
や
学
級
が
変
化
・
変
容
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
道

徳
教
育
と
学
級
経
営
は
、
車
の
両
輪
」
な
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
科
の
指
導
は
、
道
徳
教
育
の
要
で
あ
り
、
道
徳
教
育
そ

の
も
の
は
全
教
育
活
動
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
級
経
営

の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
は
道
徳
教
育
そ
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
学

級
経
営
の
中
で
見
せ
る
教
師
自
身
の
姿
も
、
生
徒
に
と
っ
て
は
身
近
な
大
人

で
あ
り
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
を
考
え
る
手
本
で
も
あ
る
か
ら
、
道
徳
教

育
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
あ
る
教
育
学
者
の
教
師
を
目
ざ
す
学
生
に

向
け
た
言
葉
に
、「Curriculum

 is you.

」（
教
育
課
程
は
あ
な
た
自
身
で

あ
る
。）
と
い
う
言
葉
も
あ
る
く
ら
い
だ
。

道
徳
科
の
指
導
に
生
か
す
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
む
学
級
指
導

●

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
学
級
経
営
の
位
置
づ
け

　
さ
て
、
学
級
経
営
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
第
１
章
総
則

（
平
成
二
十
九
年
三
月
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

第
４
　
生
徒
の
発
達
の
支
援 

１ 

生
徒
の
発
達
を
支
え
る
指
導
の
充
実

（
１
）
学
習
や
生
活
の
基
盤
と
し
て
、
教
師
と
生
徒
と
の
信
頼
関
係
及

び
生
徒
相
互
の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
て
る
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
学

級
経
営
の
充
実
を
図
る
こ
と
。（
後
略
）

　
　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
総
則
編
第
１
章
第
４
の
１（
１
）に
は
、「
学

級
経
営
を
行
う
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
学
級
の
生
徒
一
人
一
人
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
確
か
な
生
徒
理
解
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
生
徒

の
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
て
る
学
級
経
営
に
は
、
確
か
な
生
徒
理
解
が
最

も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
中
学
校
で
は
、
教
科
担
任
制
で
あ
り
、

担
任
教
師
が
常
に
生
徒
の
様
子
を
見
守
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
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指
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い
人
間
関
係
を
育
む
学
級
指
導

●●道徳
科
の
指
導
に
生
か
す
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
む
学
級
指
導

●道徳
科
の
指
導
に
生
か
す
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
む
学
級
指
導

よ
り
よ
い
授
業
を
目
ざ
し
て
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よりよい授業
を目ざして

道
徳
授
業
の
つ
く
り
方

盛
岡
市
立
厨
川
中
学
校

　教
諭

及
川
仁
美

は
じ
め
に

　
い
よ
い
よ
中
学
校
で
も
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」
を
目
ざ
す
と
か
、
評
価
を
行
う
と
か
、

た
く
さ
ん
の
情
報
が
飛
び
交
い
、
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
不
安
に
感
じ

て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
教
科
化
の
趣
旨
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
た
う
え
で
授
業
に
臨
む
こ
と
は
不
可
欠
で
す
が
、
そ
れ
以
前

に
、
授
業
を
す
る
先
生
方
自
身
が
、
道
徳
の
授
業
を
通
し
て
子
供
た
ち
の
心

が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
、
子
供
と
共
に
道
徳
を
楽
し
ん
で
い
こ
う
と
す

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
道
徳
は
よ
く
「
心
に
種
を
ま
く
時
間
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
は

行
動
に
表
れ
な
く
て
も
、
心
に
ま
か
れ
た
種
は
時
間
を
か
け
て
成
長
し
、
や

が
て
花
を
咲
か
せ
る
＝
道
徳
性
の
あ
る
行
動
を
取
ろ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る

の
だ
と
。

　
し
か
し
、
種
は
ま
き
っ
放
し
で
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
成
長
す
る
た
め

に
は
、
水
も
光
も
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
ま
か
れ
た
場
所
が
「
よ
く
耕
さ
れ

た
肥
沃
な
土
壌
」
で
あ
る
か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
固
い
痩
せ
た
土
地
で
は
、

十
分
な
成
長
は
見
込
め
ま
せ
ん
し
、
ど
ん
な
に
い
い
（
と
教
師
が
思
う
）
話

を
し
て
も
、
子
供
の
心
が
そ
れ
を
素
直
に
受
け
止
め
る
状
況
に
な
け
れ
ば
響

き
ま
せ
ん
よ
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
の
置
か
れ
た
環
境
や
心
の
あ
り
よ

う
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
で
す
か
ら
、
道
徳
の
場
合
は
「
耕
し
て
か
ら
ま
く
」

と
い
う
よ
り
は
、「
ま
い
て
丁
寧
な
手
入
れ
を
続
け
て
い
く
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、
一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら

ず
」
で
す
。
し
か
し
、
逆
に
言
え
ば
、
地
味
だ
け
れ
ど
時
間
を
か
け
て
積
み

上
げ
て
い
け
ば
、
ロ
ー
マ
だ
っ
て
で
き
ち
ゃ
う
！
　
と
い
う
可
能
性
が
あ
る

わ
け
で
す
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
子
供
の
反
応
が
い
ま
一
つ
だ
っ
た
り
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
感
じ
た
り
す
る
と
、
こ
ち
ら
も
悩
ん
だ
り
迷
っ
た

り
し
ま
す
が
、
確
か
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
、
生
徒
の
心
に
大
切
な
こ
と
を
発

信
し
続
け
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
自
分
が
相
手
の
中
に
あ
る
と
信
じ
た
も
の
が
相
手
の
中
に
育
っ
て
く
る
。

こ
れ
が
人
間
関
係
の
不
思
議
で
あ
る
（
Ｎ
・
ハ
ル
ト
マ
ン
／
ド
イ
ツ
）」。

　
よ
り
よ
い
道
徳
の
授
業
を
目
ざ
し
て
、
授
業
づ
く
り
で
大
切
に
し
た
い
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
に

●●はじ
め
に

●はじ
め
に

よ
り
よ
い
授
業
を
目
ざ
し
て
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道徳授業のつくり方

★  生徒像を確かめる

　生徒の発達段階を踏まえ，学習を通してどのような姿を目ざすのかを

示しています。また，指導の際に配慮すべき点を具体的に示しています。

4 5
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たこと」は全員に共通理解させたうえで，本発
問について考えさせる。
　貧しいおばあさんから金をかすめ取ったこと
への「自責の念」や，「ふんばりなさいよ。」と
いう言葉に支えられてきた「感謝」が「私」の
心にあったことを手がかりとし，考えさせると
よい。
　生徒からの発言を受けて，「おばあさんに謝
罪やお礼をすることは，『私』にとってどんな
意味があったのだろう。」と追加で発問すると，
自分の弱さ，醜さと向き合い，乗り越えようと
している「私」の心について，さらに深く見つ
めさせることができる。

●「私」は，どうして「あのおばあさんが私に
くれた心を，今度は，私が誰かに差しあげ
なければならない」と思うのだろう。
　自分の弱さに向き合い，よりよく生きようと
する「私」の具体的な思いを見つめさせるため
の発問である。
　まずは，「おばあさんが私にくれた心」とは
何かを考えさせ，明らかにした後，本発問につ
いて考えさせる。次のような点に気づかせるこ
とができるだろう。
・�「私」は，おばあさんが亡くなった後も自分
の弱さや醜さを悔い，よりよく生きたいと願
い続けていること。
・�「差しあげる」生き方が，弱さや醜さの「私」
なりの乗り越え方であったこと。
・�おばあさんに対する後悔は，取り返しのつか
ないものだが，これからの生き方しだいで，
その後悔を後悔で終わらせないようにするこ
とができること。

●この物語から，あなたはどんなことを学ん
だだろう。
　「私」の生き方を通して考えたことを，生徒
自身の生き方に生かすための発問である。
　考えるのが，難しい場合には，導入時に見つ
めた自分自身の後悔について，今，何を思うか
と問うとよい。自分の弱さや醜さを乗り越える
ことについて具体的に考えることができる。

授業の展開例（B案）

つり銭をごまかし，それを償うことができなかった過去のことを振り返った随筆の登場人
物「私」と「おばあさん」が再会するという架空の場面を役割演技することを通して，人の弱さや
醜さを見つめ，それを乗り越えていこうとする判断力を育てる。

ねらい

学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 指導上の留意点

１ 　人間の弱さ，醜さについて，日常生活を振り返っ
て具体的なイメージをもつ。

○人間の弱さ，醜さを感じるのは，どんなときで
すか。

・自分勝手な振る舞いを見たとき。
・誘惑に負けて，楽をしようとしてしまうとき。

◆人間の弱さ，醜さとは何か，各自がもつイメー
ジを具体的に出し合い共有させる。

◆弱さ，醜さは，自分を含めた全ての人間がもち
うるものだということを押さえる。

２ 　「足袋の季節」を読んで考える。
①	おばあさんは，どんな気持ちで「ふんばりなさ
いよ。」と「私」に言ったのでしょう。

・貧しい「私」の境遇が，おばあさんもわかるから，
励ましたいと思った。

・このお金で，なんとか生きていってほしい。
・寒いねえ。がんばって冬を乗り越えようね。私
もふんばるから。

◆付録DVD-ROM収録の朗読を活用してもよい。
◆貧しい「私」を励まそうとするおばあさんの気
持ちを押さえる。このことは，「おばあさんが『私』
にくれた心」の理解へとつながる。

◆おばあさんが「私」の「ごまかし」を本当に知っ
ていたかどうかが気になる生徒もいると思うが，
確かめられないため，深入りしないようにする。

②	「私」はなぜ，おばあさんを訪ねたのでしょう。
・つり銭をごまかしたことを謝りたかったから。
・お礼を言いたかったから。
・おばあさんに正直に謝ることが，よい生き方を
することの第一歩だと思ったから。

◆「私」の，謝りたい気持ちや感謝の気持ち，よい
生き方をしたいという気持ちを考えさせる。

◆教科書P.49「自責の念」，「甘い考え」や，P.50「『ふ
んばりなさいよ。』と言ってくれたあの言葉に
よって支えられてきた」という記述を手がかり
に考えさせる。

中心的な発問
③	もし，生きているおばあさんに「私」が再会で
きたら，「私」はおばあさんに，どんな言葉をか
けるでしょう。「私」とおばあさん役に分かれて，
会話してみましょう。

・おばあさん，私はおばあさんに謝りたいことが
あって，来ました。私は昔，おばあさんからつ
り銭をごまかしてしまいました……。

・ああ，あのときの人かい。よく覚えているよ。
私も，もしかしたら，あなたにつらい思いをさ
せたかもしれないと思っていたんだ。正直に言っ
てくれてありがとうね……。

◆発問①，②で考えさせた，おばあさんや「私」
の思いを，より実感的に捉えさせる。

◆発問①で，おばあさんの気持ちを深く理解でき
ている生徒をおばあさん役に，発問②で，「私」
の気持ちを深く理解できている生徒を「私」役
に指名する。

◆役割演技を見る生徒には，演じられた場面につ
いて気づいたことや感想を発表させる。その後，
演者の生徒が演じる中で考えていたことや感じ
たことを発表させ，相互に交流させる中で理解
を深めさせていく。

④	「弱さや醜さを見つめ，それを乗り越える」とは，
どういうことなのでしょう。

・自分の弱さや醜さに目を背けずに，自分に対し
ても，相手に対しても誠実に生きること。

対話的な学び 各自の考えを交流させることで，
さまざまな角度から考えを深めさせる。
◆教材を通して考えたことを一般化させ，これか
らの自分の生き方に生かしていく。

３ 　「私の気づき」に記入する。
○今日の授業の感想を「私の気づき」に記入しま
しょう。

◆授業で学んだことや感じたことなどを一言記述
するように促す。

  めあて   人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力について考えよう。

見方を変えて
●おばあさんは，どんな気持ちで「ふんばり
なさいよ。」と，「私」に言ったのだろう。
　「おばあさん」の視点に立つ問いである。発
問②において，「おばあさんが私にくれた心」
を考えさせる際に活用したい。

●もし，生きているおばあさんに「私」が再
会できたら，おばあさんは「私」にどんな
言葉をかけただろう。
　「おばあさん」の視点から，よりよく生きよう
とする「私」の思いを想像させるための発問で
ある。「私」と「おばあさん」役に分かれて，
役割演技を行うことで，より実感的に二人の気
持ちを理解させることができる。演技をするこ
とを通して二人の気持ちを深く理解することが
目的であることに留意しする。

つなげよう
●自分の弱さに気がついたとき，あなたは，ど
んなふうにその弱さと向き合っていくだろ
うか。
　これからの生活の中でもちたい心がけについ
て，考えさせるための投げかけである。
　本時の学びを教科書中の「私の気づき」な
どに書いておき，自分の弱さに気づいたときに
見返そうと呼びかけるとよい。

参考

【当時の貨幣価値】
　週刊朝日『戦後値段史年表』（朝日新聞社）
によると，1920年頃のそばの値段は，１杯10銭
ほどという記録がある。

他教科・領域や   
現代的な課題等との関わり

・法教育
・図書館活用

出典
『PHP 1963年第177号』中江良夫（PHP研究所）
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学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 指導上の留意点

１ 　誰もがもっている弱さや醜さについて，自分た
ちの生活を振り返って考える。

○これまで，どんなことで後悔したことがありま
すか。

・怒られるのが嫌で，自分の失敗を隠し通した。
・自分勝手な思いから，友人に対して意地悪をし
たり，傷つけることを言ってしまったりした。

・自分に厳しくし切れず，部活や勉強でついつい
怠けてしまった。

◆弱さや醜さをもち，それを後悔している自分を
見つめさせる。

◆全体の前では発言しづらいことも考えらえるた
め，無理に発表させず，一人一人が問いについ
て考える時間をもつことができればよい。

◆後悔の大きさの違いはあれど，弱さや醜さは誰
もがもっているものであるということを押さえ
たうえで，学びのテーマにつなげる。

２ 　「足袋の季節」を読んで考える。
①	「籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしようもな
かった。」とき，「私」はどんなことを思ってい
たのでしょう。

・なぜ，自分はもっと早く謝りに行かなかったの
だろう，という後悔。

・自分には，もう過去の過ちを償う機会がないの
だ，恩返しする機会もないのだという絶望。

・自分に言葉をかけてくれたおばあさんに，感謝
も謝罪も伝えられなかった悲しみ。

◆付録DVD-ROM収録の朗読を活用してもよい。
◆足袋や当時の貨幣価値（本書P.60「参考」を参照）
について紹介する。

◆「私」の，弱さ，醜さを恥じ，それを乗り越えよ
うとする心や，謝罪やお礼が永遠にできなくなっ
た悲しみについて考えさせる。

◆「おばあさんに謝罪やお礼をすることは，『私』
自身にとって，どんな意味があったのだろう。」
と補助発問し，自分の弱さ，醜さを乗り越えよ
うとする「私」の心をさらに深く見つめさせて
もよい。

中心的な発問
②	「私」は，どうして「あのおばあさんが私にくれ
た心を，今度は，私が誰かに差しあげなければ
ならない」と思うのでしょう。

・おばあさんが亡くなったとしても，自分はあの
出来事を忘れず，よりよく生きていきたい。

・自分が受け取ったおばあさんの思いを，誰かに
届けることが，あの過ちを償うことになると思っ
た。

・おばあさんに対する後悔は，取り返しがつかな
いけれど，これからの生き方しだいで，その後
悔を後悔で終わらせないようにすることができ
ると思うから。

◆自分の弱さに向き合い，よりよく生きようとす
る「私」の具体的な思いを見つめさせる。

◆まずは，「おばあさんが『私』にくれた心とは何
か」を考えさせる。具体的には，「ふんばりなさ
いよ。」という言葉におばあさんが込めた思いを
見つめさせるとよい。

◆「ふんばりなさいよ。」という言葉に，支えられ
てきた「私」になり切って考えるよう促すことで，
「私」の思いを深く見つめられる。
対話的な学び 各自の考えを交流させることで，
さまざまな考え方に気づかせ，考えを深めさせる。
◆個々にワークシートに記入させた後，それを基
に小グループで意見を出し合わせる。

③	この物語から，あなたはどんなことを学んだで
しょう。

・自分の弱さや醜さに気づいたとき，それにどう
向き合うかこそが，本当に大切なことだ。

主体的な学び 本時の学習から，自分のよりよい
生き方に生かせることは何か，考えさせる。
◆導入時に考えた「後悔」について，今，何を思
うかと投げかけてもよい。

３ 　「学びの記録」に記入する。
○今日の授業の感想を「私の気づき」に記入しま
しょう。

◆授業で学んだことや感じたことなどを一言記述
するように促す。

  めあて   人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力について考えよう。

授業の展開例（A案）

授業の導入と手引きの分析

授業の導入
●誰もがもっている弱さや醜さについて，自
分たちの生活を振り返って考える。
　弱さや醜さをもち，それを後悔している自分
を見つめさせるための投げかけである。クラス
メートもそれぞれ，同様の経験があることを知
り，弱さや醜さは，誰もがもっているというこ
とに気づかせる。
　とっさに思い浮かばない生徒もいると思われ
るため，事前にアンケートを行い結果の一部を
紹介したり，教師の経験を話したりしてもよい。

考えよう
 めあて  �人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを

乗り越えようとする力について考えよ
う。

　弱さや醜さは誰もがもっているものであるが，

それを乗り越えようとする力も人間はもってい
る。本時では，「私」の生き方からそのことに
ついて考える。
　導入からの流れで「学びのテーマ」を提示し，
教材の範読に入る。教材の範読前に「足袋」
を紹介したり，範読後に足袋を買えないほどの
貧しい生活や，北海道の冬に裸足で歩くことな
どを想像させるなどして，主人公の心情に寄り
添いやすくする。

●「籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしよう
もなかった。」とき，「私」は，どんなことを
思っていたのだろう。
　「私」の，弱さや醜さを恥じ，乗り越えよう
とする心や，謝罪やお礼が永遠にできなくなっ
た悲しみについて考えさせるための発問である。
　まずは，付録DVD-ROM収録の「あらすじ」
を活用するなどして，話の筋を把握させる。特
に，「『私』がおばあさんからつり銭をごまかし

板書計画
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発問①の前に，❷のように，おばあさんと「私」
の貧しさ，苦しさ，といった登場人物の心情を想
像する手がかりを押さえる。「私」と「おばあさん」
の台紙を色別に用意して，情報を整理する。

❸では，どんな思いからの涙なのか，生徒の意見
を多様に取り上げたうえで，感情をキーワードと
して整理し，発問②を考える際のヒントとなるよ
うにする。

❸ ❷ ❶❹
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　教科書のてびきに沿った展開例Ａ案と，Ａ案とは異なる
展開のＢ案を用意しました。

★  授業の展開を考える

　教科書のてびきに沿った，授業の展開例（Ａ案）を示していま

す。「中心的な発問」を明示し，生徒の反応例も掲載することで，

授業をイメージしやすくしました。

★  指導上の留意点

　発問の意図や問い返しのヒントなどを簡潔に示しています。特に，「主体的な学び」，

「対話的な学び」を意識したい部分がわかるように工夫しました。

★  多様な展開のヒントに

　ほぼ全ての教材に，Ｂ案を掲載。Ａ

案とは異なる言語活動や体験的な学習

（役割演技等）を取り入れるなど，多

様な展開例を用意しました。

★  板書計画

　授業展開と板書の対応がわかる

ように，下方に区切り目を示すとと

もに，板書のポイントも示しました。

　挿絵等のデータは，デジタル教材

（学習指導書付録DVD-ROM）に

収録。印刷したり投影したりして使

用できます。

２つの展開例を用意。

クラスの状況に合わせ，

選択したり，オリジナル

を作成したりできます！
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学習活動（主な発問と予想される生徒の反応） 指導上の留意点

１ 　誰もがもっている弱さや醜さについて，自分た
ちの生活を振り返って考える。
○これまで，どんなことで後悔したことがありま
すか。
・怒られるのが嫌で，自分の失敗を隠し通した。
・自分勝手な思いから，友人に対して意地悪をし
たり，傷つけることを言ってしまったりした。
・自分に厳しくし切れず，部活や勉強でついつい
怠けてしまった。

◆弱さや醜さをもち，それを後悔している自分を
見つめさせる。

◆全体の前では発言しづらいことも考えらえるた
め，無理に発表させず，一人一人が問いについ
て考える時間をもつことができればよい。

◆後悔の大きさの違いはあれど，弱さや醜さは誰
もがもっているものであるということを押さえ
たうえで，学びのテーマにつなげる。

２ 　「足袋の季節」を読んで考える。
①	「籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしようもな
かった。」とき，「私」はどんなことを思ってい
たのでしょう。
・なぜ，自分はもっと早く謝りに行かなかったの
だろう，という後悔。
・自分には，もう過去の過ちを償う機会がないの
だ，恩返しする機会もないのだという絶望。
・自分に言葉をかけてくれたおばあさんに，感謝
も謝罪も伝えられなかった悲しみ。

◆付録DVD-ROM収録の朗読を活用してもよい。
◆足袋や当時の貨幣価値（本書P.60「参考」を参照）
について紹介する。

◆「私」の，弱さ，醜さを恥じ，それを乗り越えよ
うとする心や，謝罪やお礼が永遠にできなくなっ
た悲しみについて考えさせる。

◆「おばあさんに謝罪やお礼をすることは，『私』
自身にとって，どんな意味があったのだろう。」
と補助発問し，自分の弱さ，醜さを乗り越えよ
うとする「私」の心をさらに深く見つめさせて
もよい。

中心的な発問
②	「私」は，どうして「あのおばあさんが私にくれ
た心を，今度は，私が誰かに差しあげなければ
ならない」と思うのでしょう。
・おばあさんが亡くなったとしても，自分はあの
出来事を忘れず，よりよく生きていきたい。
・自分が受け取ったおばあさんの思いを，誰かに
届けることが，あの過ちを償うことになると思っ
た。
・おばあさんに対する後悔は，取り返しがつかな
いけれど，これからの生き方しだいで，その後
悔を後悔で終わらせないようにすることができ
ると思うから。

◆自分の弱さに向き合い，よりよく生きようとす
る「私」の具体的な思いを見つめさせる。

◆まずは，「おばあさんが『私』にくれた心とは何
か」を考えさせる。具体的には，「ふんばりなさ
いよ。」という言葉におばあさんが込めた思いを
見つめさせるとよい。

◆「ふんばりなさいよ。」という言葉に，支えられ
てきた「私」になり切って考えるよう促すことで，
「私」の思いを深く見つめられる。
対話的な学び 各自の考えを交流させることで，
さまざまな考え方に気づかせ，考えを深めさせる。
◆個々にワークシートに記入させた後，それを基
に小グループで意見を出し合わせる。

③	この物語から，あなたはどんなことを学んだで
しょう。
・自分の弱さや醜さに気づいたとき，それにどう
向き合うかこそが，本当に大切なことだ。

主体的な学び 本時の学習から，自分のよりよい
生き方に生かせることは何か，考えさせる。
◆導入時に考えた「後悔」について，今，何を思
うかと投げかけてもよい。

３ 　「学びの記録」に記入する。
○今日の授業の感想を「私の気づき」に記入しま
しょう。

◆授業で学んだことや感じたことなどを一言記述
するように促す。

  めあて   人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力について考えよう。

授業の展開例（A案）

授業の導入と手引きの分析

授業の導入
●誰もがもっている弱さや醜さについて，自
分たちの生活を振り返って考える。
　弱さや醜さをもち，それを後悔している自分
を見つめさせるための投げかけである。クラス
メートもそれぞれ，同様の経験があることを知
り，弱さや醜さは，誰もがもっているというこ
とに気づかせる。
　とっさに思い浮かばない生徒もいると思われ
るため，事前にアンケートを行い結果の一部を
紹介したり，教師の経験を話したりしてもよい。

考えよう
 めあて  �人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを

乗り越えようとする力について考えよ
う。

　弱さや醜さは誰もがもっているものであるが，

それを乗り越えようとする力も人間はもってい
る。本時では，「私」の生き方からそのことに
ついて考える。
　導入からの流れで「学びのテーマ」を提示し，
教材の範読に入る。教材の範読前に「足袋」
を紹介したり，範読後に足袋を買えないほどの
貧しい生活や，北海道の冬に裸足で歩くことな
どを想像させるなどして，主人公の心情に寄り
添いやすくする。

●「籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしよう
もなかった。」とき，「私」は，どんなことを
思っていたのだろう。
　「私」の，弱さや醜さを恥じ，乗り越えよう
とする心や，謝罪やお礼が永遠にできなくなっ
た悲しみについて考えさせるための発問である。
　まずは，付録DVD-ROM収録の「あらすじ」
を活用するなどして，話の筋を把握させる。特
に，「『私』がおばあさんからつり銭をごまかし

板書計画
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そ
の
後
、
お
ば
あ
さ
ん
の
死
を
知
っ
て

弱
さ

◉
あ
の
お
ば
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ん
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に
く
れ
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を

　
今
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が
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か
に
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発問①の前に，❷のように，おばあさんと「私」
の貧しさ，苦しさ，といった登場人物の心情を想
像する手がかりを押さえる。「私」と「おばあさん」
の台紙を色別に用意して，情報を整理する。

❸では，どんな思いからの涙なのか，生徒の意見
を多様に取り上げたうえで，感情をキーワードと
して整理し，発問②を考える際のヒントとなるよ
うにする。

❸ ❷ ❶❹
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。
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朗
読
・
あ
ら
す
じ

▼�

過
ち
を
後
悔
し
て
残
念
に
思
う
こ
と
。

▼�

い
っ
そ
う
力
を
加
え
て
、
物
事
の

進
行
を
速
め
る
こ
と
。

▼�

身
に
近
い
と
こ
ろ
。
特
に
、
父
母
な
ど

保
護
し
て
く
れ
る
人
の
そ
ば
。

▼
写
真
や
実
物
を
提
示
し
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る
と
よ
い
。

▼
当
時
の
貨
幣
価
値
を
現
在
と
比
べ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、当
時
う
ど
ん
や
そ
ば
が
十
銭
だ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼�「私」の貧しい生活や，北海道の冬の厳しさについて押さえておく。

（
Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
）

▼
導
入
の
発
問
例

こ
れ
ま
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
後
悔
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

→
弱
さ
や
醜
さ
を
も
ち
、そ
れ
を
後
悔
し
て
い
る
自
分
を
見
つ
め
さ
せ
る
。

めあて　人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力について，考えよう。
つり銭をごまかし，それを償うことができなかった過去のことを振り返った随筆を通して，自分の弱さや醜さを
見つめてそれを乗り越えることの大切さについて考えさせ，誠実に生きようとする心情を育てる。

　
　
　
　
　�

回
想
場
面
へ
の
導
入
。

場
面
１

　
　
　
　
　�

四
十
年
前
の
「
私
」
が
置
か
れ
た
状
況
。

場
面
２

　
　
　
　
　�「
私
」
が
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
つ
り
銭
を
ご
ま
か
す
。

場
面
３

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
内
容

朗
読
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　逓
＊
て
い
し
ん信

講
習
所
の
試
験
に
合
格
し
て
そ
こ
を
終
え
る
と
、
札さ

っ

幌ぽ
ろ

局
に
配
属
さ
れ
、
初
め
て
月
給
を
も
ら
う
と
汽
車
に
飛

び
乗
る
よ
う
に
し
て
果
物
籠か

ご

を
手
に
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
を
小お

樽た
る

局
に
訪
ね
た
。
既す

で

に
お
ば
あ
さ
ん
は
死
ん
で
い
た
。

　局
の
近
く
を
流
れ
る
色い

ろ

内な
い

川
の
橋
に
も
た
れ
て
、
た
だ
無む

し

性ょ
う

に
自
分
に
腹
が
立
っ
て
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
持
っ
て

い
た
果
物
籠か

ご

を
川
に
落
と
し
て
や
っ
た
。

　浮う

き
つ
沈し

ず

み
つ
流
れ
て
ゆ
く
籠か

ご

を
見
て
、
私
は
泣
け
て
泣
け
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　死
と
い
う
も
の
が
、
こ
ん
な
に
絶
対
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
あ
の
と
き
ぐ
ら
い
強
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　以
後
、
私
は
二
十
何
種
類
も
の
職
を
転
々
と
し
た
が
、
な
ん
と
か
今
日
ま
で
く
じ
け
ず
に
や
り
通
せ
た
の
は
、
あ
の

お
ば
あ
さ
ん
の
ち
ら
っ
と
私
を
見
た
あ
の
と
き
の
目
、「
ふ
ん
ば
り
な
さ
い
よ
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
あ
の
言
葉
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　今
と
な
っ
て
は
、
た
だ
後こ

う

悔か
い

の
念
を
深
く
す
る
ば
か
り
だ
。
い
や
、
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
私
に
く
れ
た
心
を
、
今
度

は
、
私
が
誰だ

れ

か
に
差
し
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

＊
逓て

い

信し
ん

講
習
所

当
時
あ
っ
た
郵
便
業
務
の
研

修
所
。

つなげよう
●自分の弱さに気がついたとき， 
あなたは，どんなふうにその弱さと 

向き合っていくだろう。

●籠
かご

を見て「泣けて泣けて， 
どうしようもなかった」とき， 
「私」は，どんなことを 

思っていたのだろう。

●「私」は，どうして 

「あのおばあさんが私にくれた 

心を，今度は，私が誰
だれ

かに 

差しあげなければならない」と 

思うのだろう。

考 え よ う

人がもつ弱さや醜
みにく

さを見つめ， 
それを乗り越

こ

えようとする力に 
ついて，考えよう。

5 5

15

10

5

▼�発問❶を考える際の手がかり。おばあさんの死によって，
「私」は謝罪やお礼が永遠にできなくなってしまった。

▼
教
科
書
P. 

101
の
８
・
９
行
目
の
場
面
を
指
し
て
い
る
。
発
問
❷
を
考
え
る
際
の
手
が
か
り
。

▼ 

「
私
に
く
れ
た
心
」
と
は
何
な
の
か
、「
ふ
ん
ば
り
な
さ
い
よ
。」
と
い
う
言
葉
に

お
ば
あ
さ
ん
が
込
め
た
思
い
を
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　 

現
在
の
「
私
」。

場
面
５

発
問
❷自

分
の
弱
さ
に
向
き
合
い
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
「
私
」
の

具
体
的
な
思
い
を
見
つ
め
さ
せ
る
。

本時の評価の視点
○ 主人公「私」の思いやクラスの話し合いで他者の多様な考えにふれ，人が弱さや醜さを乗り

越えていこうとする強さをもつことについて，さまざまな視点から考えようとしているか。
○ 本教材や現在の自分自身がもつ弱さや醜さについて振り返ることから，よりよく生きていく

ことの難しさやそれを乗り越えていこうとする気高さを自分のこととして捉え，考えようと
しているか。

学習支援・特別支援教育の視点から
時代的に古く，小学校卒業後から働き出す
など世の中の仕組みや様子も異なることを
踏まえて読む。また，「私」の小学校卒業
後から，大人になった現代までを描き，時
間的スパンも長いので，付録 DVD-ROM
収録の「あらすじを確かめよう」を活用し
て，内容を捉えたい。

考えよう

発問❶

発問●❷

・ 自分が受け取ったおばあさんの思い
を誰かに届けることが，過ちを償う
ことになると思ったから。

・ これからの生き方しだいで，後悔を
後悔で終わらせないようにすること
ができると思うから。

予想される反応
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授業前でも授業中で

も，教材のねらいや指

導上の留意点を，短時

間で確認できます！

学習指導書「朱書編」2 ★  本時の評価の視点

　評価の視点（「一面的な見方から多面的・多角的な見

方へと発展させているか」「道徳的価値の理解を自分自

身との関わりの中で深めているか」）に即して，本時で見

取りたい学びの姿を示しました。

★  発問

　発問には，予想される生徒の反応を示しました。

★  場面・あらすじ

　教材文を数場面に分け，場面ごとにあらすじや

要点を示しました。生徒に考えさせたい場面を意識

して指導することができます。

★  導入

　生徒が自分と結び付けたり，教材に興

味をもったりできるよう，導入時の発問や

呼びかけの例を示しています。

★  学習支援・特別支援教育の視点から

　指導上の留意点や，特別支援教育の視点から配慮したいことを示しています。

★  めあてとねらい

めあてとともに，ねらいについて簡潔に解説しています。

　授業を行う際に必要な内容を精選し，教科書の紙面上に掲載しています。
　発問を考えるためのヒントや着眼点は赤字で，配慮したい語句や事柄についての
解説などは青字で示しました。
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第　　　　回 　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　曜日）　　　　校時

２．発問案（発問の種類：中心発問・テーマ発問・補助発問　など）

発問の種類 発問案 時間

４．授業中の顕著な言動等

名前（番号） メモ 名前（番号） メモ

５．生徒の発言や様子（記号等で簡単に記入）

６．備考（授業についての振り返り，写真やプリント等の添付）

３．板書計画

１．ねらい

教材名 内容項目

足袋の季節 Ｄ（22）よりよく生きる喜び

18 19

12

❶では，日本家屋の特徴を表す写真を提示し，
視覚的に，日本建築の美しさやすばらしさを
捉えることができるようにする。比較のため
に，西洋建築の写真も用意しておくとよい。

❸では，多様な考えを許容し，板書していく。
１つの意見をきっかけに，切り返しの発問で
揺さぶり，考えを深めたり，広げたりしなが
ら，「私」の思いを言語化していく。

障
子
あ
か
り

〈
日
本
家
屋
に
特
有
の
も
の
〉

写真
障子がしつらえられ
ている筆者の家

P.105

日
本
の
文
化
を
知
り
、
継
承
す
る
こ
と
の

意
味
を
考
え
よ
う
。

・�

日
本
の
伝
統
と
文
化
を
愛
す
る
心

・�

日
本
人
と
し
て
の
誇
り

・
日
本
人
の
心
を
守
り
続
け
た
い
と
い
う
思
い

・
自
分
自
身
の
中
に
あ
る
日
本
的
な
感
覚

◯�

日
本
の
光
文
化
を
継
承
し
、
発
信
し
て
い
き

た
い
と
願
う
思
い
の
源
と
は
？

・�

障
子
あ
か
り
に
そ
ん
な
に
感
動
す

る
な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

・�

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
、
す
ば
ら

し
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

・�

外
国
の
方
か
ら
す
ば
ら
し
さ
を
教

え
ら
れ
た
。

・�

日
本
の
文
化
が
誇
ら
し
い
。

◯�

日
本
建
築
の
採
光
の
し
か

た
を
説
明
し
た
私
は
…
…

写真
（ふすま）

写真
（縁側）

写真
（欄間）

写真
（床の間）

◯�

外
国
の
人
に
紹
介
し
た
い
日
本
文
化
と
は
？

・�

歌
舞
伎
　・
能
楽
　・
和
紙
　・
焼
物

・�

日
本
食
　・
漫
画
　・
お
も
て
な
し
の
心

❸ ❷❹ ❶

足袋の季節19 朱書編   P.100-103

障子あかり20 朱書編   P.104-107

・
も
っ
と
早
く
謝
り
に
行
け
ば
…
　
後
悔

・
あ
の
日
の
自
分
を
恥
じ
る
　
怒
り

・
も
う
許
し
て
も
ら
う
こ
と
は�

で
き
な
い
　�

絶
望

人
が
も
つ
弱
さ
や
醜
さ
を
見
つ
め
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
力
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

お
ば
あ
さ
ん

○
籠
を
見
て
、
私
は
泣
け
て
泣
け
て
…
…
。

私

足
袋
の
季
節

・
あ
の
出
来
事
を
忘
れ
ず
に
生
き
て
い
こ
う

・
お
ば
あ
さ
ん
へ
の
償
い
の
気
持
ち

・�

後
悔
を
後
悔
で
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に

挿絵
「私」とおばあさん

P.101

挿絵
「私」
P.102

そ
の
後
、
お
ば
あ
さ
ん
の
死
を
知
っ
て

弱
さ

◉
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
私
に
く
れ
た
心
を

　
今
度
は
、
私
が
誰
か
に
差
し
あ
げ
な
け
れ
ば
…
…
。

つり銭を
ごまかす

発問①の前に，❷のように，おばあさんと「私」
の貧しさ，苦しさ，といった登場人物の心情を想
像する手がかりを押さえる。「私」と「おばあさん」
の台紙を色別に用意して，情報を整理する。

❸ ❷ ❶

❸では，どんな思いからの涙なのか，生徒の意見
を多様に取り上げたうえで，感情をキーワードと
して整理し，発問②を考える際のヒントとなるよ
うにする。

・
大
福
餅
を
売
る

・�

寒
そ
う
に
首
巻
き
で

　
肩
を
包
む

・「
ふ
ん
ば
り
な
さ
い
よ
。」

・�

小
学
校
を
出
て
す
ぐ�

親
元
を
離
れ
働
き
に
出
る

・
冬
の
北
海
道
で
、
素
足

・
な
ん
と
か
し
て
足
袋
を

・
苦
し
い
中
で
も
が
ん
ば
ろ
う

　
と
い
う
励
ま
し

・
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち

❹
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　「朱書編」の付録として，全教材に，板書計画例を用意しました。
　「研究編」の板書計画と連動しています。

　１教材，１見開き! 授業前，授業中，授業後の 3ステップで，
コンパクトにまとめることができます。

　全教材に，ワークシートを用意しました。
　一人一人の学びはもちろん，生徒どうしの
交流でも活用することができます。

冊 子 版とデジタル 版

（PDF・Word）をご用意！

冊子をコピーして使った

り，Word版を編集したり

と，自在に活用できます！

板書計画集 教師用授業ノート3 5

ワークシート4

教科書の「てびき」に

沿った板書例です。これ

をベースに，短時間でオ

リジナルの板書計画が

立てられます！ この１冊が，１年間の授

業記録になります。見取

りの振り返りが容易にで

き，「大くくりな評価」に

も役立ちます！

★  授業前に

　「ねらい」「発問案」「板書計画」を記入する欄

があり，計画的に授業準備ができます。

★  授業後に

　先生ご自身の授業の評価・改善につなげることがで

きます。

　また，書きためたものを見返すことで，生徒の学習状

況を見取る大きな手がかりとなります。生徒の変容が把

握でき，「大くくりな評価」に生かすことも可能です。

★  授業中に

　生徒の発言や様子などを書き留

めておくことができます。

　座席表をあらかじめ書き込んで

おくなど，先生方の目的に応じてお

使いいただけます。
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銀色のシャープペンシル

 よりよく生きる喜び

銀色のシャープペンシル

中学道徳１年「きみが いちばん ひかるとき」

■今日の道徳の時間のねらい

友達のシャープペンシルを拾って自分のものにしてしまったことを言い出せなかった生徒の

物語を通して，自分の心の弱さを見つめ，改めることの大切さについて考え，自分も弱さを乗り

越えて生きていこうとする心情を育てたいと考えています。

■教材の内容

「僕」は掃除の途中で銀色のシャープペンシルが落ちているのを見つけ，軽い気持ちでポケッ

トにしまいました。後日，そのシャーペンを使っていると，卓也が「僕のじゃ……。」と言いか

けます。「これ卓也のだったのか」と返そうとした瞬間，健二に「とったのか」と言われ，とっ

さに「自分のだ」と言ってしまいます。「僕」は，放課後，誰もいなくなってから卓也のロッカ

ーにシャーペンを突っ込みます。家に帰っても気が晴れません。そこに卓也から電話がかかって

きて，自分の勘違いだったと謝られます。いたたまれなくなり，外に出てあてもなく歩きながら，

自分の心を見つめ直す「僕」。やがて，卓也の家に向かって歩きだしました。

■生徒の様子

日常生活でありがちな学級の様子を描いた物語です。生徒たちは，自分の中にも主人公のもつ

ような「弱さ」や「ずるさ」がありそうだと感じながら，自分に置き換えて考え，話し合うこと

ができる教材です。主人公の心の声が「ずるいぞ」と自分に向かって言い放つ場面は，自分が自

分と向き合う場面です。心の「葛藤」は人間にしかできない優れた部分です。この「葛藤」を自

分のこととして受け取ることができるのが，中学１年生の段階の心の成長といえるでしょう。

■ご家庭で話し合ってほしいこと

大人は，つい子供の至らなさを指摘してしまいますが，そればかりになってしまうと，子供は

なかなか自分の弱さやずるさといった本音を言いづらいかもしれません。逆に，本音を言ったと

きの爽やかさや，自分の心情を正直に吐露したときの気持ちを認めることで，大人と子供の間で，

少し違った会話が生まれるのではないでしょうか。まずは，教材の主人公の心の変化を肯定的に

話し合ってみてはいかがでしょうか。

············································✂ キ リ ト リ 線 ···············································

 返信欄 名前

１年「26 銀色のシャープペンシル」

＜キャスト＞
●田中真弓（「ONE PIECE」ルフィ役など）
●水田わさび（「ドラえもん」ドラえもん役など）
●草尾毅（「SLAM DUNK」桜木花道役など）
●浅野真澄（「Go!プリンセスプリキュア」キュアマーメイド役など）
●柳家花緑（落語家）

 ほか

　話の流れに沿って，出来事が順

に表示されます。

　登場人物の関係を視覚的に捉

えることができるため，生徒の教

材理解を助けます。

２年「8 命が生まれるそのときに」

印刷イメージ モニター表示イメージ

道徳通信

デジタル教材  （学習指導書付録DVD-ROM）6
　効率的な授業を実現するためのツール，生徒の
思考や感性を刺激する朗読やビジュアル資料など，
多彩なコンテンツやデータを収録しています。

短時間で，授業で

提示するための発

問や挿絵などの準

備が可能です！★   「考えよう」・発問

　教科書のてびきの，「考えよう」と発問を収録。モニ

ター表示はもちろん，印刷もできます。

★  あらすじを確かめよう

　物語教材のあらすじを，短時間で

効率的に確認できます。

・
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
卓
也
の
ロ
ッ
カ
ー
に

 

突
っ
込
ん
だ
と
き
、「
僕
」は
、ど
ん
な
こ
と
を

 

思
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

★  朗読音声

　物語教材には，声優など第一線で活

躍する方々による朗読音声を収録。

　力のある朗読が，生徒を教材の世界

へと引き込みます。

★  挿絵・写真・図版

　教科書の挿絵・写真・図版の画像データを，ほぼ全て収録。

モニター表示はもちろん，印刷することもできます。

★   道徳通信・ワークシート

　PDFデータとWordデータを収録。

　そのまま印刷できるほか，必要に応じて編集す

ることが可能です。

　「道徳通信」は，学校と家庭とをつなぐツール

です。学習内容を家庭に周知することができると

ともに，家庭からの返信欄で，保護者の反応を知

ることができます。
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年

シー

ズン

ユニ

ット

月

（時）
内容項目・教材名 ねらい ★めあて 学習活動 ○主な発問（◎中心的な発問） 本時の評価

他教科・領域や

現代的な課題との関わり

シ
ー
ズ
ン
２

広
い
視
野
で

歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返
る

月

（ 時）

【Ｄ（ ）よりよく

生きる喜び】

足袋の季節

つり銭をごまかし，それを

償うことができなかった

過去のことを振り返った

随筆を通して，自分の弱さ

や醜さを見つめてそれを

乗り越えることの大切さ

について考えさせ，誠実に

生きようとする判断力と

心情を育てる。

★人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力に

ついて考えよう。

１ 誰もがもっている弱さや醜さについて，自分たちの生活を振

り返って考える。

２ 「足袋の季節」を読んで考える。

○「 籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしようもなかった。」

とき，「私」はどんなことを思っていたのでしょう。

◎「私」は，どうして「あのおばあさんが私にくれた心を，今

度は，私が誰かに差しあげなければならない」と思うので

しょう。

○この物語から，あなたはどんなことを学んだでしょう。

３ 「学びの記録」に記入する。

○ 主人公「私」の思いやクラスの話し合いで他者の

多様な考えにふれ，人が弱さや醜さを乗り越えて

いこうとする強さをもつことについてさまざまな

視点から考えようとしているか。

○ 本教材や現在の自分自身がもつ弱さや醜さにつ

いて振り返ることから，よりよく生きていくこと

の難しさやそれを乗り越えていこうとする気高さ

を自分のこととして捉え，考えようとしているか。

法教育

図書館活用

 

年

シー

ズン

ユニ

ット

月

（時）
内容項目・教材名 ねらい ★めあて 学習活動 ○主な発問（◎中心的な発問） 本時の評価

他教科・領域や

現代的な課題との関わり

シ
ー
ズ
ン
２

広
い
視
野
で

歩
い
て
き
た
道
を
振
り
返
る

月

（ 時）

【Ｄ（ ）よりよく

生きる喜び】

足袋の季節

つり銭をごまかし，それを

償うことができなかった

過去のことを振り返った

随筆を通して，自分の弱さ

や醜さを見つめてそれを

乗り越えることの大切さ

について考えさせ，誠実に

生きようとする心情を育

てる。

★人がもつ弱さや醜さを見つめ，それを乗り越えようとする力に

ついて考えよう。

１ 誰もがもっている弱さや醜さについて，自分たちの生活を振

り返って考える。

２ 「足袋の季節」を読んで考える。

○「 籠を見て，私は泣けて泣けて，どうしようもなかった。」

とき，「私」はどんなことを思っていたのでしょう。

◎「私」は，どうして「あのおばあさんが私にくれた心を，今

度は，私が誰かに差しあげなければならない」と思うので

しょう。

○この物語から，あなたはどんなことを学んだでしょう。

３ 「学びの記録」に記入する。

○ 主人公「私」の思いやクラスの話し合いで他者の

多様な考えにふれ，人が弱さや醜さを乗り越えて

いこうとする強さをもつことについてさまざまな

視点から考えようとしているか。

○ 本教材や現在の自分自身がもつ弱さや醜さにつ

いて振り返ることから，よりよく生きていくこと

の難しさやそれを乗り越えていこうとする気高さ

を自分のこととして捉え，考えようとしているか。

法教育

図書館活用

 

●デジタル教材とサポート資料は，学習指導書付録DVD-ROMに収録されます。
●令和３年度版の中学校道徳教科書に対応した「年間指導計画資料」「別葉作成シート」は，

 光村図書ウェブサイトで先行配信する予定です。

機械音声による
読み上げと強調表示

選択した部分の文字を機械音声で
読み上げます。また，読み上げてい
る箇所の文字に色がつくことで，「ど
こを読んでいるのか」「どこを読め
ばいいのか」がすぐにわかります。
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　重＊

要
無
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
漆し

っ

器き

「
輪わ

島じ
ま

塗ぬ
り

」。
優
美
さ

と
丈じ

ょ

夫う
ぶ

さ
を
兼か

ね
備
え
、
工
芸
品
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
用
品
と
し
て
も
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
約
一
年
の
月
日
を
か
け
て
作
ら
れ
、
百
以
上
の
工
程
を

手
作
業
で
行
っ
て
い
る
の
が
特と

く

徴ち
ょ
うだ

。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
は
、
何
人
か
の
専
門
の
職

人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
技
術
が
結
集
し
て
一
つ
の
漆し

っ

器き

が
完
成
す
る
。

510

二次元
コード

郷
土
の
伝
統
と
文
化

＊
重
要
無
形
文
化
財

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
、
日
本
の
無
形
の
文
化

財
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
指

定
し
た
も
の
。

19

な
お
し
も
ん

編
集
委
員
会

富山県

石川県

岐阜県
福井県

輪島市

金沢市

20km

わ じま

かなざわ

真
しんけん

剣な表情の輪
わ

島
じま

塗
ぬり

職人。上の写真は，地
じ

研
と

ぎ（次ページの 12  ）をしている様子。

輪
わ

島
じま

塗
ぬり

の椀
わん

ができるまで

蒔
まき

絵
え

沈
ちん

金
きん

	 木
き

地
じ

固め
生
きう

漆
るし

を全体にしみ込
こ

ませ木
を固める。

2

	 惣
そう

身
み

付
づけ

布と木
き

地
じ

の境目に惣
そう

身
みう

漆
るし

を
へらで塗

ぬ
る。

5

	 一
いっ

辺
ぺん

地
じ

付
づけ

生
きう

漆
るし

，米
こめ

糊
のり

，一
いっ

辺
ぺん

地
じ

の粉
こ

を
混ぜてへらで塗

ぬ
る。

7

	 二
に

辺
へん

地
じ

付
づけ

生
きう

漆
るし

，米
こめ

糊
のり

，二
に

辺
へん

地
じ

の粉
こ

を
混ぜてへらで塗

ぬ
る。

9

	 三
さん

辺
ぺん

地
じ

付
づけ

生
きう

漆
るし

，米
こめ

糊
のり

，三
さん

辺
ぺん

地
じ

の粉
こ

，
錆
さび

漆
うるし

を混ぜてへらで塗
ぬ

る。

11

	 中
なか

塗
ぬり

全体に中
なか

塗
ぬり

漆
うるし

をはけで塗
ぬ

る。
13

	 上
うわ

塗
ぬり

全体に数回に分け，上質な
上
うわ

塗
ぬり

漆
うるし

をはけで塗
ぬ

る。

18

	 小
こ

中
なか

塗
ぬり

全体に中
なか

塗
ぬり

漆
うるし

をはけで塗
ぬ

る。
16

	 木
き

地
じ

磨
みが

き
研
けん

磨
ま

紙で全体を磨
みが

いて，次
に塗

ぬ
る漆

うるし
の密着性を高める。

3

	 布着せ
割れやすい部分に布を貼

は
り

補強する。

4

	 惣
そう

身
み

磨
みが

き
荒
あら

砥
と

石
いし

で研
と

いで滑
なめ

らかに
する。

6

	 空
から

研
と

ぎ
全体を荒

あら
砥

と
石
いし

で研
と

ぐ。
8

	 二
に

辺
へん

地
じ

研
と

ぎ
全体を砥

と
石
いし

で軽く磨
みが

く。
10

	 地
じ

研
と

ぎ
砥

と
石
いし

で全体を平
へい

滑
かつ

に水研
と

ぎ
し成形する。

12

	 錆
さび

ざらい
凸
とつ

部を削
けず

り，凹
おう

部に錆
さび

漆
うるし

を
埋

う
める。

14

	 こしらえもん
全体を青

あお
砥

と
または炭で研

と
ぎ

平
へい

滑
かつ

にする。

15

	 拭
ふ

きあげ
全体を青

あお
砥

と
または炭で研

と
ぎ

平
へい

滑
かつ

にし，綿布で拭
ぬぐ

い，手
て

脂
あぶら

やちりを取り除く。

17

	 呂
ろ

色
いろ

平
へい

滑
かつ

に研
けん

磨
ま

し，漆
うるし

を擦
す

り込
こ

んでは磨
みが

くを繰
く

り返す。最
後は手と手の脂

あぶら
で磨

みが
きあげ，

鏡のような艶
つや

を出す。

19

	 木
き

地
じ

作り
原木を小割りにして乾

かん
燥
そう

させ，ろ
くろとかんなを用いて削

けず
り，それ

を燻
くん

煙
えん

乾
かん

燥
そう

し，さらに薄
うす

く削
けず

って
椀
わん

の形に整える。

1

	 加
かし

飾
ょく

筆に漆
うるし

をつけて絵を描
えが

き，その上に金
きん

粉
ぷん

や銀
ぎん

粉
ぷん

をまいて固める「蒔
まき

絵
え

」，のみで絵
え

柄
がら

を彫
ほ

り，金
きん

箔
ぱく

や金
きん

粉
ぷん

を埋
う

め込
こ

む「沈
ちん

金
きん

」で飾
かざ

る。

20

7

5

2

9

13

18

4

8

12

15

19

塗
ぬ

る 磨
み が

く

5

全ての漢字に
振り仮名を表示

ボタン１つで全ての漢字に振り仮名
を付ける機能を搭載しています。漢
字を読む負担を軽減します。
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　重じ
ゅ
う

要よ
う

無む

形け
い

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

に
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さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
漆し

っ

器き

「
輪わ

島じ
ま

塗ぬ
り
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優
美
さ

と
丈じ

ょ

夫う
ぶ

さ
を
兼か
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備そ
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え
、
工こ

う

芸げ
い

品品

と
し
て
だ
け
で
な
く
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実
用
品
と
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て
も
多
く
の

人ひ
と

々び
と

に
親し

た

し
ま
れ
て
い
る
。
約
一
年
の
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日
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か
け
て
作
ら
れ
、
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以
上
の
工
程
を

手て

作さ

業ぎ
ょ
う

で
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こ
な
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て
い
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特と

く

徴ち
ょ
うだ
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そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
は
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何
人
か
の
専
門
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職
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に
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っ
て
行
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て
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る
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そ
の
技
術
が
結
集
し
て
一
つ
の
漆し

っ

器き

が
完
成
す
る
。

510

二次元
コード

郷
土
の
伝
統
と
文
化

＊
重
要
無
形
文
化
財

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
な
ど
、
日
本
の
無
形
の
文
化

財
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
指

定
し
た
も
の
。
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な
お
し
も
ん

編
集
委
員
会

富山県

石川県

岐阜県
福井県

輪島市

金沢市

20km

わ じま

かなざわ

真
しんけん

剣な表情の輪
わ

島
じま

塗
ぬり

職人。上の写真は，地
じ

研
と

ぎ（次ページの 12  ）をしている様子。

輪
わ

島
じま

塗
ぬり

の椀
わん

ができるまで

蒔
まき

絵
え

沈
ちん

金
きん

	 木
き
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QRコード対応コンテンツへの
簡単アクセス

QRコードのマークをクリックすると，
該当するウェブサイトに自動的にジャ
ンプします。（端末がインターネット
に接続されている場合のみ）

教科書の選択画面

各教科の使用教科
書を選択するだけ
で，別葉が作成で
きます。

7

★  年間指導計画資料

　年間の指導計画を立てる際に，ご活用いただけます。学校

の実態や方針に合わせた編集が可能です。

★  別葉作成シート

　「道徳教育の全体計画 別葉」を作成するためのシートです。光村図書の道徳教科書と，全発行会社の全教

科の教科書との関連を示し，採択状況に合った別葉を作成することができます。

「充実した指導計画

を効率的に作成した

い」そんな先生方の

願いを実現します！

　紙の教科書と同一の内容がデジタル化されています。学校教育法など
の改正により，2019年 4月から授業で使えるようになりました。
　画面の拡大・縮小，画面への書き込みはもちろんのこと，特別な支援
を要する生徒のために，振り仮名の表示や機械音声での読み上げ等の
機能を搭載しています。

学習者用デジタル教科書8

充実したサポート機能

で，誰もが学びやすい

学習環境を実現します！
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充実のサポート機能

サポート資料
（年間指導計画資料／別葉作成シート）

1　テニス部の危機
Ｃ(15)よりよい学校生活，集団
生活の充実
2　夢中になるのは悪いこと？
A(2)節度，節制
3　三百六十五×十四回分の
「ありがとう」
Ｃ(14)家族愛，家庭生活の充
実

4　命が生まれるそのときに
Ｄ(19)生命の尊さ
5　友達はライバル
Ｂ(8)友情，信頼
6　雪に耐えて梅花麗し――
黒田博樹
A(4)希望と勇気，克己と強い
意志

7　カラカラカラ
A(1)自主，自律，自由と責任
8　違うんだよ，健司
Ｂ(8)友情，信頼
9　民主主義と多数決の近くて
遠い関係
Ｃ(10)遵法精神，公徳心

10　松葉づえ
Ｂ(6)思いやり，感謝
11　つながる命
Ｄ(19)生命の尊さ

12　段ボールベッドへの思い
Ｃ(13)勤労
13　スカイツリーにかけた夢
A(5)真理の探究，創造
14　夢を求めてパラリンピック
A(4)希望と勇気，克己と強い
意志
15　秀さんの心
Ｂ(7)礼儀

16　ジコチュウ
Ｂ(9)相互理解，寛容
17　ちがいの意味を見直す
Ｃ(12)社会参画，公共の精神
18　私の町
Ｃ(16)郷土の伝統と文化の尊
重，郷土を愛する態度
19　僕の仕事場は富士山で
す
Ｄ(20)自然愛護

20　宇宙の始まりに思いを寄
せて
Ｄ(21)感動，畏敬の念
21　さよなら，ホストファミリー
Ｃ(17)我が国の伝統と文化の
尊重，国を愛する態度
22　明日，みんなで着よう
Ｃ(11)公正，公平，社会正義
23　アンネのバラ
Ｃ(18)国際理解，国際貢献

入学式
新入生を迎える会
保護者会
個人面談
避難訓練

家庭訪問
全校遠足
音楽鑑賞教室
健康診断

学校公開
セーフティ教室
避難訓練
球技大会

保護者会
夏季水泳指導
終業式

始業式
体育祭
避難訓練

避難訓練
健康診断

合唱発表会
学芸発表会
創立記念日

学級 活動

（1）ウ 清掃への取り組み
Ｃ（12）社会参画，公共の精神
／Ｃ（13）勤労
（1）イ 学級目標を立てる
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（1）イ 委員・係の選出
Ｃ（12）社会参画，公共の精神
（1）イ 班作り
Ｂ（9）相互理解，寛容
（2）エ 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ

（3）イ 中間テストへの取り組
み・反省
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（2）エ 生活習慣の見直し
Ａ（2）節度，節制

（2）ウ 性教育
Ｂ（8）友情，信頼
（1）ウ 球技大会への取り組
み・反省
Ｃ（10）遵法精神，公徳心
（1）ウ 移動教室準備と反省
Ｃ（10）遵法精神，公徳心
（2）エ 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ

（3）イ 期末テストへの取り組
み・反省
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（2）エ 喫煙防止指導
Ｄ（19）生命の尊さ
（2）エ １学期の反省
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（2）エ 夏休みの過ごし方と計
画
Ａ（2）節度，節制

（1）イ 班作り
Ｂ（9）相互理解，寛容
（1）ウ 体育祭への取り組み・
反省
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（2）エ 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ

（1）ウ 生徒総会の準備・役員
選出
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（3）イ 中間テストへの取り組
み・反省
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（2）エ 安全指導
Ｄ（19）生命の尊さ

（1）ウ 連合作品展への取り組
み
Ａ（3）向上心，個性の伸長向
上心，個性の伸長
（1）ウ 学芸発表会への取り組
み・反省
Ｂ（8）友情，信頼

生徒会活動

（2） 入学式
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（1） 新入生を迎える会
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（2） クラブ説明会
Ａ（3）向上心，個性の伸長
（2） 専門委員選出
Ｃ（12）社会参画，公共の精神

（1） 生徒総会
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実

（3） ユニセフ学習
Ｃ（12）社会参画，公共の精神

（2） 総体壮行会
Ｂ（8）友情，信頼

学校行事

（1） 入学式
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（1） 新入生を迎える会
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（3） 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ

（4） 全校遠足
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（2） 音楽鑑賞教室
Ｄ（21）感動，畏敬の念
（3） 健康診断
Ａ（2）節度，節制

（3） セーフティ教室
Ａ（2）節度，節制
（3） 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ
（3） 球技大会
Ｃ（10）遵法精神，公徳心

（3） 夏季水泳指導
Ａ（4）希望と勇気，克己と強い
意志
（1） 終業式
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実

（1） 始業式
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（3） 体育祭
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（3） 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ

（3） 避難訓練
Ｄ（19）生命の尊さ
（3） 健康診断
Ａ（2）節度，節制

（2） 合唱発表会
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（2） 学芸発表会
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実
（1） 創立記念日
Ｃ（15）よりよい学校生活，集
団生活の充実

(書写)
「教科書名」
（会社名）

社会（地理)
「教科書名」
（会社名）

社会（歴史)
「教科書名」
（会社名）

数学
「教科書名」
（会社名）

理科
「教科書名」
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内容

道徳
「きみがいちばんひかるとき」

主な学校行事

道徳「きみがいちばんひかるとき」　全体計画 別葉　２年（平成31年度～） 　　　　

学校の重点目標 ２年の目標

特別活動

9月 10月 11月
月

4月 5月 6月 7月

14 15



令和３年度版　 中学校 　道徳　 きみが いちばん ひかるとき

この資料は，一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。
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先生の
働き方改革を
応援します。
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拡大教科書
　弱視の生徒の学習上の負担を軽減する

ために作成したものです。教科書を単純に

拡大するのではなく，より読みやすい文字

の大きさや書体とし，図版や写真について

もレイアウトを工夫しています。
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令和３年度版 中学校
「道徳」教科書のご紹介

　教科書編集の基本方針，構成の特色，

現代的な課題への対応，収録教材等につ

いて，教科書紙面とともにご紹介します。

学習指導書のご紹介

　令和３年度版中学校「道徳」学習指導書

のご案内。「デジタル教材」サンプル版も

お試しいただけます。

ダウンロード資料

　「年間指導計画資料」「道徳教育の全体

計画　別葉」「観点別　内容と特色」等を

ダウンロードすることができます。

URL www.mitsumura-tosho.co.jp/2021c_kyokasho/dotoku/


